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崩
鈴
掛
織
委
員
の
選
挙
は
協
同
月
一
一
十
吻
日
午
孫
七
時
吋
か

ら
午
後
六
時
吋
ま
で
一
行
会

b
れ
ま
し
た
。

投
世
泉
市
中
は
、
九
十
一
:
二
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
前
々

函
(
昭
和
湾
十
三
年
悶
悶
月
)
の
八
十
間
関
e

闘
中
ハ
パ
ー

セ
ン
ト
を
七
・
八
コ
…
パ
ー
セ
ン
ト
上
ま
わ
り
ま
し
た
。

閥
拘
留
市
川
弘
弁
後
七
時
一
一
一
十
分
総
役
所
中
市
民
ホ
ー
ル
に

お
い
て
行
な
わ
れ
午
後
十
時
吋
十
分
に
は
十
五
名
の
当

選
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

立
時
間
補
者
は
十
六
お
で
当
選
者
の
う
ち
九
ち
は
品
問

委
員
、
六
名
が
殺
人
明
、
し
た
。

後
関
尺
の
径
開
捕
は
…
一
…
如
?
で
、
溌
殺
さ
れ
た
委
員
十
五

翁
の
ほ
か
、
後
薦
に
よ
っ
て
九
名
が
議
ば
れ
ま
す
。

こ
れ
は
終
協
か
ら
.
H
T
名
、
市
油
機
会
の
品
構
梅
崎
忍
皇
制
、

共
済
組
組
合
か
ら
…
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
選
者
の
得
盟
系
数
、
後
部
常
叫
問
の
投
票
率
な
ど
は
潮
流

の
と
お
り
で
す
。

投票率は
92.29ノ古一セント

新
人
は
十
一
本
名
中
大
名
鞘
選
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第5投薬区

め
た
び
、
市
辻
、
公
的
行

事
に
お
い
て
多
人
数
を
議
送
す

る
た
め
巾

-mパ
ス
〈
寵
質
問
十

六
名
)
全
勝
購
入
し
ま

t
た
e

現
在
、
こ
の
パ
ス
は
術
的
行

事
や
卒
業
に
総
務
し
て
い
ま
す
。

こ
の
行
事
的
一
?
に
「
市
内

公
共
総
殺
は
や
会
」
を
日
付
金
い
も

夜
M

民
的
み
な
き
ん
に
、
ク
リ
ー

ン
セ
シ

7
ー
を
ど
公
失
跡
臨
時
h

を

ご
覧
ね
が
い
、
心
情
的
楽
を
ど
務

解
い
た
だ
い
て
お
り
ま
ナ
。

H
品
川
ど
を
ご
希
望
丹
方
は
、
コ
…

十
あ
か
ら
開
凶
十
名
ま
で
的
問
体

で
点
以
…
槻
然
へ
お
申
込
み
〈
だ
き

い
@
く
わ

L
〈
は
、
次
号
で
お

知
商
ら
せ
い
た
し
ま
す
脅〈A
結制関湖綿〉 136 日望号258忠姦議長室

い
ま
‘
仲
也
氏

瑠
暗
殺
は
‘
交
通

公
袋
、
門
口
伽
開
州
械
、

ゴ
ミ
絡
調
嶋
崎
鵬
総

を
ど
、
生
活
環

寸
崎
明
を
的
ぐ
る
あ

ら
ゆ
る
問
遜
に

お
い
て
大
き
〈

盛
号
あ
が
っ
て

い
る
.
持
刊
Mm
子

市
に
お
い
て
も

り
ー
で
は
唱
え

柏
崎
↑

n
g治
的

、

F

本

旨

か

ら

し

て

々

'
f
}

』

も

、

絵

民

が

自

」

沼
E
W

ー
/
、

分
た
ち
の
生
活
盛
治
甥

線
機
を
自
分
た
診
陸
国

hv

ち
ゃ
、
ゆ
ろ
う
と

M
品

K
M
F，

す

る

動

き

は

ふ

〈

丑

~

切
な
も
の
で
あ

E回
世

り
、
注
目
目
的
抽
鴨
谷
令
盛
和

総
慾
綴
は
、
市

B
4
5

も
大
い
に
歓
迎

し

た

い
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§

し
か
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、
ニ
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T尚
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い

け

の
ω

年
絡
を
ふ
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持
よ
十
一
‘
附
ふ

り

か

え

っ

て

み

曜

樫

野

草

羨

て

』

誌

に

な

る

こ

議

と
は
、
崩
宇
に
エ

ゴ
イ
ズ
ム
を
発
忽
の
抜
本
と

し
て
い
る
と
し
か
受
け
と
れ

な
い
も
的
が
酬
明
、
え
て
い
る
よ

う
に
思
え
る
こ
と
ぞ
為
る

日
航
機
関
間
開
閣
を
制
問
に
品
げ

れ
ば
、
近
所
に
は
大
き
な
線

物
が
た
つ
て
、
わ
ず
か
で
あ

ろ
う
と
務
分
た
ち
の
家
が
自

陰
に
な
る
め
は
い
や
だ
が
、
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事
費
沼
沿
い
に
送
水
管
布
設
な
ど

水
道
事
業
弘
、
輸
冊
一
次
拡
時
減

計
一
僚
の
附
闘
年
殴
を
む
か
え
、
本

情
情
的
に
ヱ
惑
が
進
ん
で
い
ま
す
。

機
畿
内
容
は
、
官
叩
仙
院
議
涯
の

蕊
水
管
布
縁
、
コ
一
本
的
深
井
戸

を
続
殺
、
総
孫
子
、
布
依
総
援

な
ど
途
欄
糊
柏
崎
へ
の
然
水
畿
を
十

分
時
時
国
悼
す
る
た
め
的
送
水
韓
関
布

設
な
ど
が
ゑ
な
も
の
で
す
，

こ
れ
ま
で
、
浄
水
機
か
ち
た

納
税
約
絞
れ
た
機
関
e

，
議
木
地
町
協

な
ど
は
、
後
間
間
水
量
一
の
増
加
の

た
め
水
際
的
篠
下
や
断
、
鳩
岡
本

液
晶
慨
を
き
た
し
、
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
て
事
ま
し
た
e

こ
の
不
醐
慌
を
な
〈
す
た
め
に
、

挙
制
民
浴
沿
い
に
も
う
一
本
的
滋

水
管
を
和
暗
殺
し
ま
す
。

T

・
中
前
世
は
、
手
賀
泌
総
い
の
都

中
市
計
幽
街
路
一
一
了
一
・
1

・
十
五

号
線
に
院
後
二
五

O
#刊
の
滋
木

管
を
浄
水
純
明
か
ら
臨
開
方
は
手
賀

加
的
公
顕
擦
ま
で
‘
東
方
H
H
布
佐

務
総
区
ま
で
お
診
し
、
数
世
解
答

と
鴻
珠
抽
糊
し
て
十
分
な
水
殺
を
送

ろ
う
と
す
る
も
の
守
す
。

工
事
は
ふ
ハ
駒
内
米
自
完
成
を
め

ざ
し
て
幾
々
進
ん
で
い
ま
す
。

公
務
的
た
め
、
関
係
者
の
み

な
き
ん
に
は
、
ご
淡
惑
を
か
け

て
お
り
ま
す
が
、
生
活
潟
水
機

録
的
だ
め
で
す
町
ぜ
よ
ろ
し
〈

消
火
器
の
悪
質
販
売
に

ど

詮

議

/

49. 5. 16 

品
眠
掃
品
、
紛
間
開
蹴
発
で
級
制
引
に

家
践
に
入
号
ニ
み
亀
議
火
器
を

売
り
つ
け
る
綴
銭
な
綬
也
知
国
民
が

ふ
え
て
い
ま
す
@

そ
の
手
口
は
、
議
幾
巧
み
を

門

μ
爽
を
使
っ
て
い
ま
す
。

0
1消
防
関
脇
鳴
か
ら
来
ま
し
た
L

と
か
寸
叫
的
災
綾
滋
的
表
で
す
」

と
う
そ

を
つ
く
。

O
「
滋
火

緩
め
点

検
に
来

ま
し
た
ん

と
議
勺

て
点
検

し
、
新

し
い
も

の
を
売

り
つ
け

るわ

。
ぷ
拭
俸

が
か
わ
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り
、
家
伸
躍
に
も
消
火
瞬
時
を
お

か
な
い
と
組
問
せ
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
い
と
う
そ
を
つ
く
e

こ
め
よ
う
に
、
間
賦
市
河
閥
践
が
う

そ
を
つ
い
た
り
、
不
審
に
思
え

る
場
合
は
、
た
め
ら
わ
ず
、
淑

縁
組
咽
に
ご
蛸
制
裁
く
だ
事
い
。

制
例
議
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的
た
め
に
、
六
月
一
昨
日
か

ら
…
透
開
問
、
念
総
…
1
H
仁
木
滋

週
間
が
問
問
か
れ
ま
す
。

市
叩
凶
同
、
次
の
と
お
リ
日
行
事
を

行
な
い
ま
す
。

。
浄
水
場
総
帥
賦
桜
島
学
会

制
問
崎
北
食
品
開
水
場
を
自
路
学
容
れ

る
芹
H
H

、
水
滋
側
紳
〈
入
八

i

一
三
一
一

i
筑
)
へ
ご
官
雄
総

m
唱
和
朗
十
九
年
後
か
ら
結
緩

く

だ

在

い

。

予

崎

間

後

が

時

同

紙

さ

れ

ま

し

た

e

O
申

m*滋
蛇
口
の
然
創
刊
蹴
事
態
没
後
一
一
一
カ
伊
丹
か
ら
級
一
ぷ
殺
ま

蛇
口
か
ら
漏
水
す
る
場
合
、
で
の
捕
に
、
ツ
ベ
ル
ク
り
ン
波

パ
ッ
キ
ン
的
交
換
稜
疑
的
崎
将
芯
丹
検
迭
を
お
受
け
下
寺
い
e

糊
植
を
抑
制
粍
で
行
な
い
ま
す
。
一
反
応
が
問
問
ミ
リ
ワ
メ

i
トル
M
M
M

総
口
事
一
体
的
交
換
を
饗
す
る
…
?
を
ち
ば
、

B
C
G
的
予
防
捺

場

合

法

、

義

左

衛

官
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径
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円
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緩
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て
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綴

絞

コ
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や

た
し
ま
す
e

今

ま

で

は

‘

小

学

校

入

学

務

仲

を

す

隊

内

務

事

ナ

i
も
開
設
し
ま
す
の
で
、
判

①
制
棚
田
制
六
月
三
日

i
六
円
詰
ま
で
ち
ず
《
ル
タ
草
Y
反

応

を

噌

J

んT

一
・
ま
中
市
政
に
対
し
併
せ
て
ご
利
用
〈
だ
き
い
。
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の
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め
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健

康

を

灘

る
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軸
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闘

明

言

十
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六

喜

一
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会
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業
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会
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司

李

総
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か
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後
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